
令和５年度 多職種連携研修会（交流会）等の開催予定 

 

 

1 多職種連携研修会の開催について 

テーマ：新型コロナウイルス感染症５類移行後の事業所対応について 

      ～リスク管理・事業継続計画（BCP）の視点から～ 

  

  

2 多職種連携研修会（交流会）の開催予定について 

（１）目的：各事業所がどのようなサービス提供しているかを知り、よりよい連携につなげるために実

施し、多職種への理解促進を目的とする。 

（２）テーマ：各施設、病院の特徴を知ろう‼ 

（３）スケジュール等 

テーマ 講師 日時 場所 

回復期リハ病棟、包括ケア病棟との連携 
（嵪司部会員） 

（髙山部会員）  
調整中 調整中 

在宅医、薬剤師との連携 
萩原部会長、上原部会員  

（倉本部会員） 
調整中 調整中 

特養、老健、小規模多機能施設との連携 

（森本部会員） 

（小渕部会員） 

行徳部会員 

調整中 調整中 

エンディングノートについて WG メンバー 調整中 調整中 

（４）交流会の流れ（イメージ） 

① 講師となる部会員から報告：１人 10分～20分程度 

⇒・事業所（施設、病院等）の特徴について（統一書式の事業所紹介シート：A4 １枚） 

・在宅サービスとの連携について 

② グループワーク：職種ごと、事業所ごと等にグループ分けを行い意見交換。 

   ⇒・アイスブレイクとして、名刺（or事業所紹介シート）交換による自施設、自事業所紹介 

    ・その後、各グループにて自由に意見交換。 

     ・一定時間経過後、グループメンバーを変更して、同様の内容を実施 

③ 発表 

 

（５）検討事項 

・各講師となる部会員等と開催日時、場所、開催回数について相談。 

   ⇒準備や各事業所への周知の期間が必要となるので、10月以降の開催とする。 

・交流会の時間は、60分～120分の範囲内として講師と相談して決定。 

 

資料３ 


